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ドロシー・オズボーンの手紙（Ⅲ）
岸本　広司
　ドロシー・オズボーンは，結婚前に，のちに外交官・著述家として名を成すウィリアム・
テンプルに多くの手紙を書いている。本研究は，これまでまとまった形ではほとんど論じら
れてこなかったドロシーの手紙を取り上げ，それらを通して結婚までの経緯をたどりながら，
彼女の人物像，手紙に含まれる文学的意義，テンプルの思想や生き方に与えたであろう影響
等を探ろうとするものである。小論では，「ドロシー・オズボーンの手紙（Ⅰ）・（Ⅱ）」（本
誌第161号・162号 , 2016年）の続稿として，秘密裏の婚約，ドロシーの天然痘罹患，さま
ざまな障害を乗り越えての結婚，ムーア・パークでのハネムーン等を伝記的に考察した。
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1₁．婚約
　危機が去って以降の２人は，互いの愛を確認し，
以前にもまして相手への思いを強めていく。1654
年１月中旬，テンプルは１日だけチックサンズを訪
れてドロシーと会った⑴。それからしばらくのちに，
テンプルはドロシーに指輪を贈った。それはドロ
シーが求めていた簡素な金のリングであった⑵。そ
の内側にはこう刻まれていた。「わが愛は示すこと
能わず」（“The love I owe I cannot show”⑶）。誰に
も邪魔されない，２人だけの秘密裏の婚約であった。
　婚約後のドロシーは，まるで何事もなかったかの
ように，以前と変わらぬ調子で，身辺で起こった日
常的なあれこれ，出会った人びとの人物評，読んだ
書物のこと，見たこと，感じたこと，そしてテンプ
ルへの思いを，自然な文体で語りかけるように手紙
にしたためた。もはや迷うことのない，平穏な心持
ちであった。しかし彼女の行く手には，相変わらず
さまざまな障害があった。テンプルと別れていない
ことに感づいた兄のヘンリーは，テンプルは信仰心
のない無神論者だと非難した⑷。それは当時の人び
とが最も忌み嫌う言葉であり，敬虔なドロシーには，
そのような兄の暴言は絶対許すことができなかっ
た。他方，テンプルの父親もこれまでと同様反対の
姿勢を崩していなかった。ところが，しだいにテン
プルとドロシーを取り巻く状況が変わってくる。
1654年３月11日に，サー・ピーター・オズボーン
が息を引き取った⑸。彼は末っ子のドロシーをとり
わけかわいがっており，彼女にとっては「世界で最
高の父親⑹」であった。死は前々から予想されては
いた。しかしいざ死に直面すると，ドロシーに耐え
難い悲しみと寂寥感が襲ってくる。７カ月前に兄の
ロバートが死んだとき以上の心の痛みであった。だ
が父親の死は，結婚においては家族，とりわけ父親
の同意こそが絶対条件であるという，当時の宗教的・
倫理的な規範から解放されることを意味した。葬儀
の日，早くもドロシーはテンプル以外の誰とも結婚
するつもりはないことを兄のヘンリーにはっきりと
伝えている⑺。
　テンプルの父親もしだいに軟化していた。前述の
危機のとき，逆上したテンプルを見て驚いたサー・
ジョンは，これ以上強硬に反対すれば，息子の身に
恐ろしいことが起こるかもしれないと心配し始めて
いた。ドロシーの父親が死んだのと同じ３月，テン
プルは15歳の妹マーサとともにアイルランドのダ
ブリンに向けて海を渡っている。父親が共和政府の
役人としてダブリンに赴任しており，その父親を説
得して，結婚の同意を取り付けるためであった。懸
命の説得を試みたことであろう，ようやく承諾を得
ることができた。テンプルが朗報を携えてイングラ
ンドに戻ったのは，渡愛半年後の９月のことである。
このダブリン滞在中，テンプルはドロシーに情熱的
な手紙を書いている。２人が交わした手紙のなかで，
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テンプルのはわずか１通しか残っていないことは再
三述べたとおりであるが，その１通というのがこの
手紙にほかならない。
　 　「あなたが私をまだ愛してくれていることは
知っています。あなたはそれを約束してくれまし
たし，それこそが，私がこの世で獲得できる最高
の価値に対する最大の保証となるものです。それ
に比べれば，ほかのものはすべて無価値に思える
くらい，それは私の心を高揚させます。実際あま
りにも高揚するので，もし墜落でもすれば，粉々
に砕かれてしまうことでしょう。私はあなたから
遠く離れた所にいますから，以前よりもずっと不
幸な思いをしていることを知れば，あなたはその
慈悲心でもって，今まで以上に私を愛すべきだと
思います。正義の女神は，きっとそうせよと命ず
るでしょう。いかなるものよりもはるかに価値の
ある私の情熱に報いるものは，この世には〔あな
たの愛以外〕何もないのですから。たとえあなた
が再び私の生命を救い，私をあなたの運命とあな
たという人間に対する絶対的な支配者にしようと
も，もし私を愛してくれていなければ，いかなる
形の報酬であれ，それを一切受け取らず，私より
愛情の薄い人だと見なすことでしょう。このよう
なことを言うのは，うぬぼれからではありません。
私の情熱がいかに純粋で，いかに洗練されたもの
であるかを本当に知っているからなのです。そし
てその情熱の性質は，私の心のなかに入り込んで
みないかぎり，誰にもわからないものなのです。
／あなたに手紙を書いていると，書き終わるのが
何と辛いことでしょう。でも仕方ありません。私
はいつもほかの人たちの要求を受け入れて，自分
のことを決して優先させてはならないと思ってい
ますから。⑻」
1₂．罹病
　さて，父親を亡くしたドロシーは，チックサンズ
を出て親戚の家で世話になることになった。長兄の
ジョンが家督を継ぎ，その家族が転居してきたから
である。親戚に身を寄せることになったドロシーは，
肩身の狭い思いや不愉快な思いをしたようである。
彼らのことを「友人ではない親戚の人たち⑼」と呼
んでいる。けれども結婚を決意したドロシーには，
もはや怖いものはなかった。安住できる家はなくて
も，一時の辛抱だと思えたし，嫉妬深い兄がたとえ
妨害しようとも，それをはねのけるだけの自信と覚
悟があった⑽。結婚前の財産分与をめぐる両家の交
渉，いわゆる「婚姻継承財産設定」（marriage 
settlement⑾）に関する話し合いも，紆余曲折あっ
たものの10月までには基本的に片づいた。彼女の
心はすでにテンプルとの新婚生活の方に向いてい
た。1654年10月２日付の手紙（現存する一連のテ
ンプル宛書簡の最後のもの）で，晴れ晴れとした気
持ちでこう書いた。「あなたは私という素晴らしい
主婦をおもちになることでしょう。私はまだベッド
にいます。とてもよく眠っていましたので，あなた
のお手紙が来なければ目覚めなかったでしょう。食
事が済み次第お手紙を出します。さようなら，と言っ
ても平気でしょうか？ いいえ，とんでもありませ
ん。じきにお会いいたしましょう⑿」。
　ロンドンの親戚に滞在していたドロシーは，７月
にケント州ノールトンのサー・トマス・ペイトンの
館に移った。ペイトンは，12年前に死んだドロシー
の長姉エリザベスの夫である。彼は妻の死後，ロン
ドン市長の未亡人であるセシリアと再婚している
が，セシリアは万事派手好みで，連日のようにパー
ティを催していた⒀。静謐を好むドロシーが，この
家でも落ち着くことができなかったことはテンプル
に伝えているとおりである⒁。ドロシーはペイトン
邸に３カ月あまり寄寓した。そしていよいよ結婚の
段取りとなる。10月17日，ドロシーは結婚式を迎
えるためにペイトン邸を辞し，セシリアたちととも
にロンドンへ出京した。兄のヘンリーは，その日の
ことを日記にこう書いた。「10月17日，火曜日。ペ
イトン夫人と妹たちはノールトンからロンドンへ
やって来た。……妹は私の宿所へ来て私と夕食を共
にした。そのとき彼女は，『テンプルと結婚する』
とはっきり言った⒂」。ドロシーの決意が固いこと
は、ヘンリーにはもちろんわかっていた。また，オ
ズボーン家の者もすでに結婚に同意していた。にも
かかわらず，ヘンリーは婚約解消にわずかな望みを
かけていた。そのためドロシーのこの言葉は，ヘン
リーにはまるで絶縁宣言のように聞こえたに違いな
い。
　ドロシーにとって，結婚を阻む障害はもはや何も
なかった。式の日取りも決まり，すべてが順調に進
んでいた。否，順調に進んでいるように見えた。だ
が運命は苛酷であった。ドロシーに想像もしていな
かった不幸が降りかかる。ロンドンへ出てきたその
日の夜，ドロシーはペイトン夫人とともにドルリ ・ー
レーンの知人宅で宿泊した。ところがその家には天
然痘患者がいた。そのためクイーンズ・ストリート
の別の知人宅へ移動したが，ドロシーはこのときに
感染したようである。半月あまりの潜伏期間を経て
発症した。「11月９日。妹が天然痘にかかった⒃」
とヘンリーは記している。ジファード夫人もこう書
いた。「この恋愛の不幸はまだ終わらなかった。結
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婚式を挙げる前の週に，彼女は回復する見込みがな
いほど重い病気になってしまった⒄」。
　モンタギュー夫人がトルコ式人痘接種法をイング
ランドに導入したのは1721年，エドワード・ジェ
ンナーが天然痘ワクチンを開発したのは1796年で
ある。ドロシーが罹患したのは，モンタギュー夫人
の人痘法より70年近く前，ジェンナーのワクチン
より140年以上も前のことである。天然痘は感染力
が強く，死に至る病として人びとからたいへん恐れ
られていた。紀元前から世界各地で発生していたが，
イングランドでもしばしば流行し，日記作家として
有名なサミュエル・ピープスは，「とくに注目すべ
きはこの２カ月間に天然痘がひどく流行ったこと
で，このような季節はほとんど記憶にない⒅」と，
1668年２月に記している。また同じく著名な日記
作家であるジョン・イーヴリンも，「天然痘が蔓延
している。命を奪う非常に怖い病気だ⒆」と，1695
年１月に書いている。17世紀イングランドにおけ
る天然痘の患者数や死亡者数は明確でないが，1634
年にはロンドンで1000人以上が死んだと言われて
いる⒇。ちなみにイーヴリンの場合，1685年の３月
と７月に娘とその婚約者を，８月には２人目の娘を
立て続けに天然痘で亡くしている。
　この病気にかかると，前駆期にはまず40度前後
の高熱，頭痛，四肢痛，腰痛などに襲われる。やが
て一時的に解熱傾向となり，頭部や顔面を中心に天
然痘に特徴的な豆粒状の発疹が現れる。しばらくす
ると発疹は膿疱となり，再び高熱に襲われる。この
発疹期には，嚥下困難，呼吸障害等を併発し，重篤
な場合は衰弱して死に至る。２週間から３週間経過
すると膿疱が乾いて瘡蓋となり，熱も下がって治癒
に向かう。しかし瘡蓋がとれると瘢痕，いわゆるあ
ばたを主として顔に残す。瘢痕が角膜上に生じれば
失明の原因ともなる。運良く死神から逃れることが
できても，あばたは若い女性にとってきわめて深刻
で，残酷なまでの後遺症であった。自身も天然痘の
ために醜い容貌になったと言われる文人オリ
ヴァー・ゴールドスミスは，ドロシーが罹患した約
100年後に次のような詩を詠んでいる。
　　　 見よ！ ぞっとするような目でにらみつける
天然痘が，
　　　その恐怖の矢を美しい人に向けた。
　　　若々しい魅力を根こそぎにしたあと，
　　　顔に残すはただ醜い傷痕のみ。
　ドロシーも，おそらくこのような経過をたどった
ことであろう。ジファード夫人によれば，病状は非
常に重く，医者たちも助かる見込みはほとんどない
と診断していた。テンプルは感染する危険を顧み
ることなくドロシーに付き添った。彼は，このとき
のことについてまったく何も書き残していない。さ
まざまな障害を乗り越えて，やっと結婚１週間前ま
でこぎ着け，おそらく幸せの絶頂を迎える矢先の出
来事である。その心中は推して知るべしであろう。
　当時，天然痘にかかっても医者は有効な治療を施
すことができなかった。医療水準は低く，患者を前
にして医者はほとんど無力ですらあった。もちろん，
さまざまな治療法がなされてはいる。しかし，それ
は他の病気に対するのと同じごくありふれたやり
方，すなわち，熱を下げるために静脈を切開して瀉
血したり，胃や腸を洗浄するために下剤や嘔吐剤を
服用させたりするといったものであった。時には，
30匹から40匹のヒキガエルを乾燥させて粉末にし
たものを治療薬として用いるという，呪術的な民間
療法と区別のつかないものさえあったようである。
このような処置は，病気を治すどころか，むしろ衰
弱している患者の病状を悪化させがちであり，最悪
の場合は死なせてしまうということすらしばしば
あった。後年テンプルは，『健康と長寿について』（Of 
Health and Long Life, 1701）と題したエッセイを書
いている。そのなかに，医者に対する不信感をあら
わにした箇所がある。それは，危険な状態にある
ドロシーにまったく有効な治療を施しえない，この
ときの医者に対する怒りやもどかしさを思い出しな
がら書いていたものなのかもしれない。
　命が危ういと言われたドロシーであるが，かろう
じて一命を取り留めることができた。テンプルに
とっては，この上ない喜びであったに違いない。だ
が治癒したとはいえ，彼女も天然痘特有の後遺症か
ら逃れることはできなかった。ドロシーは評判の美
人であった。サー・ピーター・レーリの描いた肖像
画がその美しさを伝えている。彼女の母親は，「今
この世にいる友達が皆死んでしまっても，お前の眼
差しはそれ以上悲しげになるまいよ」と言ってい
たという。母親の言葉どおり，肖像画に描かれたド
ロシーの目は愁いを帯び，知的で気品に満ちた姿で
静かにある一点を見つめている。おそらく多くの男
性が彼女に魅了されたことであろう。毎月のように
求婚者が現れたというのも，決して故なきことでは
なかった。その容貌が一変したのである。「彼女の
美貌があまりにも損なわれてしまったので，彼〔テ
ンプル〕もまったく平気ではいられなかった」と
ジファード夫人は書き残している。テンプルはのち
にエッセイで，「美が心地よいのは，それが美を享
受している当人よりも，むしろ他の人たちに幸せを
もたらすからだ」と述べている。その美が，無惨
にも破壊されてしまったのである。これと同様の
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ケースから，婚約を破棄された女性が多くいたこと
は歴史が示している。ゾフィー・フォン・デア・プ
ファルツやマリア・エリーザベトの場合が好例であ
ろう。しかしテンプルは，ドロシーにはそうした可
視的な美以上の美があることをよく知っていた。な
るほどピープスも，天然痘にかかった女性の「美の
移ろいやすさ」に言及している。だがテンプルは，
手紙を通してドロシーの人格や考え方を熟知してお
り，彼女の内面のなかに「移ろいゆくことのない美」
を洞見していた。２人にとって手紙は単なる情報伝
達手段ではなく，それ以上のものであった。それは
心の底からの対話であり，詩人ジョン・ダンの言う
「魂を１つにする」ものにほかならなかった。「多く
の口づけよりも，手紙の方が魂を１つにする。／離
れた友人たちは手紙で語り合う」。かくしてテン
プルは，躊躇することなくドロシーと結婚する。
1₃．結婚とハネムーン
　ドロシーの病気が癒えて数週間後の1654年12月
25日，クリスマスの日に２人は結婚式を挙げた。
式場は，ロンドンのオックスフォード通りとチャリ
ング・クロス通りが交わる地点に建つセント・ジャ
イルズ・イン・ザ・フィールズ教会（St. Giles-in-
the Fields Church）であった。挙式の詳細は不明
である。前年の「ベアボーンズ議会」（Barebone’s 
Parliament）すなわち「指名議会」（Nominated 
Parliament）で，婚姻とは民事的な契約であるとい
う考え方に基づき，結婚は男女が治安判事の前で婚
姻を誓うことによって法的に有効になると規定した
婚姻法（Marriage Act）が制定されていた。その
ためドロシーたちも，この新法に従って挙式したと
思われる。もっとも，ドロシー自身は世俗化された
新しい結婚式のスタイルよりも，宗教儀式に則った
伝統的なやり方の方がずっと良いと考えていた。
また，従来から人がたくさんいる場所へ行くのを好
まなかったドロシーは，「たとえ世界で一番幸せに
なるためであっても，花嫁が結婚式で人前にいなけ
ればならないのは，私には耐えることができません」
と述べていた。さらに挙式が終われば，あたかも駆
け落ち婚のように，人に知られないようこっそり馬
車に乗って，遠くへ出かけてしまいたいとも言って
いた。したがって挙式も祝宴も，何らかの形でド
ロシーの意向を反映したものであったのではないか
と思われるが，ともかくも２人は，さまざまな障害
を乗り越えて７年越しに結ばれたのであった。
　ハネムーンを過ごしたのは，ハートフォード
シャーのムーア・パークにあるサー・リチャード・
フランクリンの屋敷においてである。フランクリン
はテンプルの友人で，妻のエリザベスはドロシーの
親戚であった。ムーア・パークは，ロンドンの中心
から北西約20マイルのリックマンズワース
（Rickmansworth）近くに位置し，壮麗なパラディ
オ様式の「ムーア・パークの館」（Moor Park 
Mansion）で知られている。もっとも，現存するそ
の館が建てられたのは1720年代であり，テンプル
たちが過ごしたのは，それ以前に建設された別な建
物であった。だがそれは今は残っていない。ここで
の滞在中，テンプル夫妻を魅了したのは屋敷内の庭
園であった。以前，思うように進展しない結婚問題
にやきもきしていたテンプルが，しばしばフランク
リン邸を訪れ，庭に建つレダ像に語りかける詩を窓
ガラスに書きつけていたことは前述したとおりであ
る。そのとき彼の見た庭園と，ドロシーと一緒に見
るそれとの間に異なるところは何もない。しかし，
この庭園から受けた彼の印象そのものは，結婚前と
結婚後では自ずと違っていたことであろう。
　庭園を造営したのは，ベドフォード伯爵夫人ルー
シー・ラッセル（旧姓ハリントン）である。彼女は
多くの詩人や文人を庇護し，彼らのサークルの中心
となって活躍した才気煥発な女性であった。彼女は
生涯に２つの造園を手がけている。１つは，詩人ジョ
ン・ダンが伯爵夫人に捧げた詩で有名なトゥイクナ
ム庭園（Twickenham Park），いま１つは，1617年
にトゥイクナムを手放したあと，ジェイムズ１世か
ら下賜された新たな地に，10年の歳月をかけて造
営したムーア・パークの庭園である。彼女の死後，
ムーア・パークは人手に渡るが，フランクリンは
それをテンプル夫妻が寄留する２年前の1652年に
購入していた。
　ムーア・パークの庭園は，全体が幾何学模様に設
計されたイタリア・ルネサンス様式の整形式庭園で
あった。周囲は壁などで囲まれ，四角の庭にはさま
ざまな樹木と色とりどりの花が規則正しく植えられ
ていた。邸宅の前庭はテラス式で，人工の洞窟，大
理石の水盤，噴水，彫像などが配置されていた。テ
ンプルは『エピクロスの庭園』で，ムーア・パーク
の形態と配置を詳細に記している。そしてそれを「最
も美しく完璧」で，「私が生涯において見てきたな
かでも最も甘美な空間」と絶賛している。後年テ
ンプルが自らの庭園を造るにあたり，このムーア・
パークを参考にしながら造園したことは間違いない
であろう。われわれは彼の庭園論を考察する際，こ
のムーア・パークに再び立ち返ることにしたい。
　テンプルとドロシーは，ムーア・パークでしばら
くの間過ごした。ドロシーの持参金をめぐって問題
はまだ残っていたものの，２人の生涯のなかで最
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も幸福な日々であったことであろう。多くの不幸に
見舞われ，幾多の障害を乗り越えてたどり着いた結
婚であったからこそ，その幸福感はなおさら強かっ
たはずである。それから26年後，２人はサリー州
のファーナム近くに土地を購入している。そしてそ
こをムーア・パークと名付けている。静けさを希求
する２人の晩年は，逆縁というさらに大きな悲劇に
見舞われながら，そのムーア・パークで送られるこ
とになるのである。（以下，次号）
─────────────
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